
　

脊
柱
側
弯
症
と
は
、
本
来
は
正
面
か

ら
見
て
真
っ
直
ぐ
に
配
列
し
て
い
る
脊

柱
が
、
左
右
に
捩
れ
る
よ
う
に
湾
曲
す

る
疾
患
で
す
（
図
１
）。

　

脊
柱
側
弯
症
の
疾
患
背
景
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
大

部
分
を
占
め
る
の
が
、
明
ら
か
な
発
症

原
因
の
わ
か
ら
な
い
「
思
春
期
特
発
性

側
弯
症
」
で
す
。

　

思
春
期
特
発
性
側
弯
症
の
重
度
進
行

例
で
は
、
か
ら
だ
の
捩
れ
や
姿
勢
の
歪

み
と
い
っ
た
整
容
的
な
問
題
以
外
に
も
、

心
肺
系
の
障
害
や
運
動
器
系
の
障
害
を

引
き
起
こ
し
て
学
童
の
健
康
を
大
き
く

害
す
る
こ
と
か
ら
、
脊
柱
側
弯
症
学
校

検
診
（Scoliosis School Screening

、
以

下
Ｓ
Ｓ
Ｓ
）
が
１
９
７
９
年
度
に
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
度
か
ら
は

運
動
器
学
校
検
診
と
し
て
継
続
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

運
動
器
学
校
検
診
で
は
、
ま
ず
家
庭

で
児
童
の
背
骨
や
手
足
の
問
題
に
つ
い

て
評
価
を
行
い
、
そ
の
後
、
学
校
医
に

よ
る
視
触
診
が
実
施
さ
れ
、
脊
柱
側
弯

症
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
整
形
外
科
を
受

診
す
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

米
国
で
の
Ｓ
Ｓ
Ｓ
は
、
１
９
６
３
年

に
ミ
ネ
ソ
タ
州
の
エ
イ
キ
ン（A

itken

）

と
い
う
町
で
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て

２
０
０
３
年
に
は
21
も
の
州
で
Ｓ
Ｓ
Ｓ

が
法
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
米
国
予
防
医
学
専
門
委
員

会
は
１
９
９
６
年
に
「
Ｓ
Ｓ
Ｓ
を
施
行

す
る
明
確
な
エ
ビ
デ
ン
ス
が
な
い
」
と

コ
メ
ン
ト
を
出
し
、
さ
ら
に
２
０
０
４

年
に
は
「
Ｓ
Ｓ
Ｓ
を
施
行
す
る
十
分
な

根
拠
が
な
い
の
で
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
は
推
奨
し

な
い
」
と
い
う
否
定
的
な
コ
メ
ン
ト
を

出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、多
く
の
国
々
で
も
１
９
７
０

年
代
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
Ｓ
Ｓ
Ｓ
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、低
い
費
用
対
効
果
、

高
い
偽
陽
性
率
な
ど
の
問
題
で
、
カ
ナ

ダ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス

は
Ｓ
Ｓ
Ｓ
に
対
し
て
否
定
的
な
立
場
を

取
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
Ｓ
Ｓ
Ｓ
を
中

止
し
た
代
わ
り
に
、
側
弯
症
に
関
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
学
童
の
家
庭
に
配
布

し
、
家
庭
で
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

方
式
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て
家
庭

医
に
対
し
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
側
弯
症
の
教
育
を
行
い
、
側
弯
の

疑
い
が
あ
る
児
童
は
家
庭
医
を
受
診
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
、

香
港
で
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
は
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。

背
骨
が
捩ね
じ

れ
る
よ
う
に
湾
曲
す
る
側
弯
症
。

特
に「
思
春
期
特
発
性
側
弯
症
」は
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
に
発
症
す
る
も
の
で

そ
の
9
割
以
上
が
女
児
で
あ
り
、発
生
率
は
女
子
中
学
生
の
1
～
2
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
会
は
長
年
側
弯
症
検
診
を
実
施
し（
表
）、ま
た
最
近
で
は
検
査
機
器
の
開
発
や

側
弯
症
と
生
活
習
慣
に
関
す
る
研
究
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
本
号
は
、開
発
・
研
究
の
際
に
も
ご
指
導
い
た
だ
い
た
側
弯
症
研
究
の
第
一
人
者
、

慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
教
室
の
渡
辺
航
太
先
生
に
側
弯
症
検
診
の
問
題
点
や

今
後
に
つ
い
て
ご
解
説
い
た
だ
き
ま
す
。

1997年慶應義塾大学医学部卒業。同大
医学部整形外科に入局。2005年から1年
間の米国ワシントン大学整形外科留学。
2015年慶應義塾大学整形外科専任講師、
2019年5月より現職。
専門：脊椎一般、脊柱変形、腰椎内視
鏡下手術、側弯症

渡 辺  航 太
慶應義塾大学医学部

整形外科学教室 准教授

わ たな べ 　 こお た

側
弯
症
検
診
の

歴
史
と
世
界
の
状
況

側
弯
症
検
診
の

  
問
題
点
と
今
後

基
礎
研
究
と
テ
ク
ノロ
ジ
ー
の
応
用

［
学
校
保
健
特
集
］
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区分

１次・モアレ撮影 ２次・直接Ｘ線撮影

受
診
者
数

異
常
者
数

（％）

異常者内訳 コブ角度別内訳

要
２
次
検
査

（％）

要
病
院
受
診  

（％）

次
年
度
モ
ア
レ

(％ )
10
度
未
満

（％）

10
度
～
14
度

（％）

15
度
～
19
度

（％）
20
度
以
上

（％）

小
学
校

男 18,031 371 （2.06） 11 （0.06） 2 （0.01） 358 （1.99） 3 （0.02） 3 （0.02） 1 （0.01） 2 （0.01）

女 17,401 1,214 （6.98） 134 （0.77） 8 （0.05） 1,072 （6.16） 15 （0.09） 27 （0.16） 29 （0.17） 40 （0.23）

計 35,432 1,585 （4.47） 145 （0.41） 10 （0.03） 1,430 （4.04） 18 （0.05） 30 （0.08） 30 （0.08） 42 （0.12）

中
学
校

男 14,438 830 （5.75） 63 （0.44） 9 （0.06） 758 （5.25） 14 （0.10） 15 （0.10） 4 （0.03） 12 （0.08）

女 16,053 2,343 （14.60） 465 （2.90） 59 （0.37） 1,819 （11.33） 29 （0.18） 93 （0.58） 110 （0.69） 106 （0.66）

計 30,491 3,173 （10.41） 528 （1.73） 68 （0.22） 2,577 （8.45） 43 （0.14） 108 （0.35） 114 （0.37） 118 （0.39）

合
計

男 32,469 1,201 （3.70） 74 （0.23） 11 （0.03） 1,116 （3.44） 17 （0.05） 18 （0.06） 5 （0.02） 14 （0.04）

女 33,454 3,557 （10.63） 599 （1.79） 67 （0.20） 2,891 （8.64） 44 （0.13） 120 （0.36） 139 （0.42） 146 （0.44）

計 65,923 4,758 （7.22） 673 （1.02） 78 （0.12） 4,007 （6.08） 61 （0.09） 138 （0.21） 144 （0.22） 160 （0.24）

東京都予防医学協会の脊柱側弯症検診の実施成績表 （2017年度）

注）受診者数は検診対象学年のモアレ撮影数
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Ｓ
Ｓ
Ｓ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
方
法
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
点
で
す
。

A
dam

s
に
よ
り
考
案
さ
れ
たForw

ard 
bending test

（
前
屈
テ
ス
ト
）
や

scoliom
eter

（
脊
柱
側
弯
計
）
は
、

安
価
で
簡
易
な
方
法
の
た
め
広
く
普
及

し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
高
い
偽
陽
性

率
や
偽
陰
性
（
見
落
と
し
）
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

脊
椎
の
専
門
医
以
外
に
よ
る
前
屈
テ

ス
ト
やscoliom

eter

に
よ
る
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
は
、
検
査
を
行
う
人
に
よ
っ

て
そ
の
基
準
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
た
め
、

見
落
と
し
を
恐
れ
て
検
診
者
が
疑
心
暗

鬼
に
な
る
と
、
正
常
例
や
治
療
の
必
要

の
な
い
非
常
に
軽
度
な
側
弯
症
例
の
受

診
が
増
え
、偽
陽
性
率
が
は
ね
上
が
り
、

Ｓ
Ｓ
Ｓ
の
質
が
担
保
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
検
診
者
の
主
観
が
検

診
結
果
に
影
響
す
る
以
上
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
の

精
度
向
上
と
均
一
化
は
見
込
め
な
い
で

し
ょ
う
。

　

費
用
対
効
果
も
重
要
な
要
素
で
す
。

自
治
体
に
よ
っ
て
児
童
１
人
に
対
す
る

予
算
に
差
が
あ
る
点
も
問
題
で
す
が
、

そ
も
そ
も
十
分
な
予
算
が
割
り
当
て
ら

れ
て
い
な
い
点
が
さ
ら
に
大
き
な
問
題

だ
と
い
え
ま
す
。

シ
ル
エ
ッ
タ
ー
法
、
モ
ア
レ
法
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
体
表
面
の
形
状

を
等
高
線
で
表
示
す
る
モ
ア
レ
画
像
検

査
は
、
体
幹
の
非
対
称
性
を
鋭
敏
に
評

価
で
き
る
方
法
で
す
。
表
示
さ
れ
た
等

高
線
状
の
縞
が
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
た
め
、

あ
る
程
度
の
定
量
性
と
客
観
性
が
あ
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
得
ら
れ
た
画
像
の
解
釈
に

は
専
門
性
が
あ
り
、
判
定
結
果
は
あ
く

ま
で
も
側
弯
の
有
無
で
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
、
カ
ー
ブ
タ
イ
プ
や
カ
ー
ブ
の
大

き
さ
（
コ
ブ
角
）
の
推
定
と
い
っ
た
詳

細
な
診
断
は
で
き
な
い
こ
と
な
ど
の
問

題
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
、
モ
ア
レ
画

像
を
撮
影
す
る
機
器
が
販
売
中
止
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
新
た
な
検
査
機
器
の

開
発
が
急
務
で
し
た
。

　

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
慶
應
義
塾
大
学
整

形
外
科
学
教
室
は
、
東
京
都
予
防
医
学

協
会
な
ら
び
に
株
式
会
社
ス
ペ
ー
ス
ビ

ジ
ョ
ン
と
共
同
で
、
児
童
の
背
部
の
撮

影
に
特
化
し
た
撮
影
装
置
「
３
Ｄ
バ
ッ

ク
ス
キ
ャ
ナ
ー
」を
開
発
し
ま
し
た（
図

２
）。　

　

本
機
器
の
特
徴
は
、
３
次
元
で
体
表

変
形
を
記
録
で
き
る
こ
と
、
蛍
光
灯
の

下
で
も
撮
影
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
撮

影
時
間
が
０
・
５
秒
未
満
で
あ
る
た
め

鮮
明
な
画
像
が
得
ら
れ
、
か
つ
多
く
の

児
童
の
検
診
が
短
時
間
で
可
能
に
な
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
３
次
元

　

そ
し
て
最
も
大
き
な
問
題
は
、
Ｓ
Ｓ

Ｓ
の
効
果
に
関
す
る
明
確
な
エ
ビ
デ
ン

ス
が
な
い
た
め
、
費
用
対
効
果
の
検
討

自
体
が
困
難
な
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
世
界
的
に
み
て
も
Ｓ
Ｓ
Ｓ
は

転
換
期
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
に
ア
メ
リ
カ
国
立
衛
生

研
究
所（National Institutes of Health

、

NIH

）の
サ
ポ
ー
ト
で
行
わ
れ
たBrA

IST
 

study

に
よ
っ
て
、
装
具
治
療
の
有
効
性

が
、
高
い
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
証
明

さ
れ
、
側
弯
症
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
構
築
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
解
決
す
る
べ
き
課
題
は
、
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
方
法
の
画
一
化
、
精
度
の

向
上
、
そ
し
て
費
用
対
効
果
を
含
め
た

エ
ビ
デ
ン
ス
の
構
築
で
し
ょ
う
。

　

特
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
で
見
つ
か
っ
た
側
弯

症
の
予
後
を
し
っ
か
り
と
調
査
し
、
さ

ら
に
Ｓ
Ｓ
Ｓ
以
外
で
見
つ
か
っ
た
側
弯

症
の
予
後
と
比
較
し
て
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
で
見

つ
か
っ
た
側
弯
症
の
予
後
は
良
好
で
あ

る
、
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
を
構
築
す
る

こ
と
が
最
重
要
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｓ
に
お
け
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
方
法
に
は
、
先
ほ
ど
触
れ
た
前
屈
テ

ス
ト
、scoliom

eter

の
他
、
視
診
、

で
の
撮
影
で
あ
る
た
め
、
モ
ア
レ
画
像

へ
の
変
換
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

画
像
撮
影
・
診
断
装
置
へ
の
応
用
が
可

能
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
モ
ア
レ
画
像
の

判
定
の
自
動
化
を
目
指
し
、
人
工
知
能

（
深
層
学
習
、Ａ
Ｉ
）を
用
い
て
、
モ
ア
レ

画
像
を
基
に
コ
ブ
角
と
椎
体
回
旋
の
程

度
を
予
測
す
る
ソ
フ
ト
を
開
発
し
ま
し

た
。
こ
の
ソ
フ
ト
に
よ
り
コ
ブ
角
と
い

う
定
量
性
が
担
保
さ
れ
、
回
旋
の
程
度

を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
機
能
性
側

弯
や
境
界
領
域
の
側
弯
を
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
生

ま
れ
、
検
診
精
度
向
上
に
つ
な
が
る
可

能
性
も
示
唆
さ
れ
ま
す
。

　

３
Ｄ
バ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ナ
ー
は
２
０
１
９

年
11
月
に
薬
事
申
請
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
判
定
ソ
フ
ト
に
つ
い

て
は
未
だ
臨
床
応
用
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
鋭
意
開
発
が
進
行
し
て
い
る

た
め
、
今
後
の
展
開
に
期
待
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
当
教
室
と
東
邦
大
学
医
学

部
社
会
医
学
講
座
、
そ
し
て
東
京
都
予

防
医
学
協
会
と
共
同
で
、
日
本
人
の
側

弯
症
に
関
連
す
る
生
活
習
慣
に
つ
い
て

調
査
し
、
側
弯
症
と
食
習
慣
に
は
明
確

側
弯
症
検
診
の
問
題
点

今
後
の

側
弯
症
学
校
検
診

側
弯
症
と

食
習
慣
と
の
関
連

新しい検査機器（３Dバックスキャナー）の特徴図２

１.	体の背面までの距離や形状を３次元で測定した定量的データを基にしており、
	 従来のモアレ縞に比べ鮮明で正確な等高線を表示する
２.	背面左右の縞の本数の違いや縞の幅の違いで表される隆起を判別しやすく、
	 検査精度の向上が期待できる
３.	視診や触診だけの検査に比べ、
	 ３Dバックスキャナーを使用すると陽性的中率の向上が期待できる

左

側弯症の男児図１

●両肩の高さ、両肩甲骨の高さ、位置、脇線の曲がり方に左右差があります（左）
●前屈テストでは肋骨隆起が明らかです（中）
●X線写真では右凸の胸椎カーブを認めます（右）

〈 前屈テスト 〉 〈 X線写真 〉

右肩が
高い

右脇線が
凹んで
いる

右肋骨
隆起が
明らか

右肩甲骨
が高い

左 右

写真提供：日本臓器製薬

鮮明で、より正確な等高線を表示する
3Dバックスキャナー従来のモアレ縞

しま

側弯症検診の問題点と今後
基礎研究とテクノロジーの応用

［ 学 校 保 健 特 集 ］
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な
関
係
は
な
い
こ
と
を
見
出
し
た
の
で
、

こ
の
場
を
借
り
て
そ
の
詳
細
を
報
告
し

ま
す
。
な
お
、
こ
の
研
究
成
果
は

２
０
１
９
年
10
月
１
日
、
人
間
栄
養
学

分
野
の
総
合
科
学
雑
誌
『N

utrients

』

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

側
弯
症
発
症
の
原
因
に
関
し
て
、
遺

伝
子
、
生
活
環
境
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
異
常
、
神
経
系
の
異
常
、
力
学
的
な

要
因
な
ど
多
く
の
研
究
報
告
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
中
で
も
遺
伝
的
要
因
に
関

し
て
、
当
教
室
は
、
理
化
学
研
究
所
骨

関
節
疾
患
研
究
チ
ー
ム
と
共
同
で
、
側

弯
症
の
発
症
に
関
連
す
る
遺
伝
子
の
研

究
を
行
い
、「
Ｌ
Ｂ
Ｘ
１
」「
Ｇ
Ｐ
Ｒ

１
２
６
」「
Ｂ
Ｎ
Ｃ
２
」
な
ど
多
く
の

関
連
遺
伝
子
を
世
界
に
先
駆
け
て
発
見

し
て
き
ま
し
た
（Ikuyo K

ou and 
N

ao O
tom

o 

et al., N
at. Com

m
un., 

2019

、
他
）。

　

一
方
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
行
わ
れ

た
研
究
か
ら
、
遺
伝
子
の
影
響
は
発
症

原
因
の
60
％
程
度
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
、

近
年
で
は
再
び
胎
内
環
境
や
出
生
後
の

生
活
環
境
、
ス
ポ
ー
ツ
歴
、
生
活
習
慣

な
ど
も
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
研
究
グ
ル
ー

プ
も
先
行
研
究
で
、
バ
レ
エ
な
ど
の
一

部
の
運
動
は
側
弯
症
と
関
連
が
あ
る
こ

と
を
報
告
し
て
い
ま
す
（W

atanabe 
K

 et al., J Bone Joint Surg A
m

. 
2017

）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
食
習
慣
が
側
弯
症

に
与
え
る
影
響
を
検
討
し
た
詳
細
な
研

究
は
過
去
に
例
が
な
く
、
側
弯
症
に
な

ら
な
い
た
め
に
摂
取
す
べ
き
栄
養
素
・

食
品
、
そ
の
量
、
ま
た
は
摂
取
を
控
え

る
べ
き
栄
養
素
・
食
品
、
そ
の
量
に
つ

い
て
明
確
な
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
食
習
慣
が
与
え
る
影
響
に
関

し
て
は
、
多
く
の
側
弯
症
患
者
と
そ
の

保
護
者
だ
け
で
な
く
、
本
疾
患
に
関
心

の
あ
る
多
く
の
生
徒
や
そ
の
保
護
者
の

大
き
な
懸
念
事
項
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
明
確
に
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

過
去
に
行
わ
れ
た
動
物
実
験
に
お
い

て
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
B6
、
そ
し
て
銅

や
マ
ン
ガ
ン
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
脊
柱

の
奇
形
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
と
報

告
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
が
人

の
側
弯
症
に
関
係
し
て
い
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
の
研
究
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
人
に
お
い
て
は
、
側
弯
症
患
者

で
見
ら
れ
る
骨
密
度
の
低
さ
と
カ
ル
シ

ウ
ム
摂
取
量
の
低
さ
に
関
係
が
あ
る
、

と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
が
、
側
弯
症
の

発
症
そ
の
も
の
と
関
連
の
あ
る
食
習
慣

に
つ
い
て
は
、
や
は
り
こ
れ
ま
で
に
研

究
が
な
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
今
回
、
側
弯
症
検
診
に
訪

れ
た
女
子
中
学
生
の
協
力
を
得
て
、
日

本
人
の
食
習
慣
と
側
弯
症
の
関
連
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

日
本
国
内
で
は
、
側
弯
症
を
発
症
し

や
す
い
10
～
14
歳
の
間
に
学
校
で
側
弯

症
検
診
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
１
次
検
診
を
行
い
、
側
弯
症

の
疑
い
が
あ
っ
た
場
合
、
Ｘ
線
写
真
の

撮
影
を
含
む
２
次
検
診
を
受
診
。
そ
こ

で
専
門
医
に
よ
り
側
弯
が
診
断
さ
れ
ま

す
（
図
３
）。

　

思
春
期
特
発
性
側
弯
症
の
患
者
の
９

割
以
上
が
女
児
で
あ
る
た
め
、
今
回
の

研
究
で
は
、
東
京
都
予
防
医
学
協
会
に

お
い
て
実
施
さ
れ
た
２
次
検
診
を
受
診

し
た
女
子
中
学
生
を
対
象
と
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
本
研
究
は
２
０
１
３
年
か
ら

２
０
１
５
年
の
２
年
間
に
実
施
さ
れ
、

受
診
し
た
合
計
２
７
５
９
人
の
女
子
中

学
生
の
う
ち
、２
７
４
７
人（
99
・
６
％
）

が
研
究
へ
の
参
加
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
に
あ
た
っ
て
、
事
前
に

側
弯
の
診
断
が
つ
い
て
い
る
女
子
中
学

生
は
調
査
対
象
か
ら
除
外
。
そ
の
他
、

先
天
性
側
弯
症
の
36
人
、
心
疾
患
合
併

例
の
20
人
、
て
ん
か
ん
既
往
例
の
あ
る

27
人
、
椎
体
奇
形
１
人
、
さ
ら
に
生
理

の
状
況
が
不
正
確
な
63
人
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
記
載
が
不
十
分
な
１
６
９
人
を
解

析
対
象
か
ら
外
し
、
最
終
的
に
、
過
去

の
側
弯
症
患
者
に
関
す
る
疫
学
研
究
と

比
較
し
て
最
大
と
な
る
２
４
３
１
人
を

解
析
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
研
究
参
加
者
の
Ｘ
線
写
真
を

撮
影
し
、
臨
床
的
な
診
断
基
準
に
基
づ

き
コ
ブ
角
15
度
以
上
を
側
弯
症（
注
）、

15
度
未
満
は
側
弯
で
な
い
と
定
義
し
ま

し
た
。
ま
た
、
身
長
・
体
重
の
計
測
を

行
い
、
生
理
の
状
態
や
生
活
習
慣
に
関

す
る
質
問
票
、
さ
ら
に
簡
易
型
自
記
式

食
事
歴
法
質
問
票
（
小
中
高
校
生
用
、

以
下BD

H
Q

15y

）
を
用
い
た
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

BD
H

Q
15y

は
、
調
査
日
か
ら
遡
っ

て
約
１
カ
月
間
程
度
の
習
慣
的
な
栄
養

素
・
食
品
摂
取
量
を
定
量
化
で
き
る
調

査
票
で
す
。

　

デ
ー
タ
取
得
後
は
、
統
計
学
的
方
法

を
使
い
、
年
齢
、
生
理
の
状
態
、
社
会

因
子
な
ど
が
、
側
弯
症
と
診
断
さ
れ
た

グ
ル
ー
プ
と
そ
う
で
な
い
グ
ル
ー
プ
の

間
で
差
が
出
な
い
よ
う
考
慮
し
、
グ
ル

ー
プ
間
の
比
較
が
正
確
に
行
え
る
よ
う

に
し
た
上
で
食
事
因
子
と
側
弯
の
関
連

を
検
討
し
ま
し
た
。

　

解
析
の
結
果
、
今
ま
で
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
B6
、
銅
、

マ
ン
ガ
ン
な
ど
の
栄
養
素
摂
取
量
は
、

い
ず
れ
も
側
弯
症
と
明
確
な
関
連
は
な

く
、
こ
れ
ら
の
栄
養
素
を
多
く
含
む
牛

乳
・
乳
製
品
、
魚
介
類
、
肉
類
な
ど
の

食
品
摂
取
量
も
、
側
弯
症
と
明
確
な
関

連
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
食
習
慣
の
調
査
は
、
生
ま
れ
て

か
ら
中
学
生
に
な
る
ま
で
の
全
期
間
で

は
な
く
、
調
査
前
１
カ
月
間
程
度
の
食

習
慣
を
対
象
に
し
た
も
の
で
す
が
、
食

習
慣
は
長
期
に
わ
た
り
継
続
す
る
と
の

研
究
も
存
在
し
（Lioret, S. et al. 

Eur. J. Clin. N
utr. 2013

、
他
）、
限

定
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
の
食
習
慣
に

関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
も
、
長
期
的
な

摂
取
量
の
多
寡
を
反
映
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
本
研
究
の
強
み
は
99
・
６

％
と
い
う
極
め
て
高
い
研
究
へ
の
参
加

率
と
、
参
加
者
数
が
２
４
３
１
人
と
十

分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

　

さ
ら
に
、
参
加
者
全
員
が
専
門
医
に

よ
っ
て
Ｘ
線
写
真
に
基
づ
き
側
弯
の
診

断
を
受
け
て
い
る
た
め
、
診
断
の
信
頼

性
が
高
く
、
加
え
て
食
習
慣
の
情
報
は

妥
当
性
の
確
認
さ
れ
た
食
事
調
査
法
で

収
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
齢
、
生
理
の
状
態
、
社
会

因
子
な
ど
の
交
絡
因
子
を
十
分
に
検
討

し
、統
計
解
析
で
調
整
を
行
っ
て
お
り
、

デ
ー
タ
は
２
年
間
と
い
う
短
い
間
に
収

集
さ
れ
た
た
め
、
世
代
に
よ
る
生
活
習

慣
の
変
化
の
影
響
を
受
け
に
く
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

先
行
研
究
で
は
、
肥
満
度
を
表
す
Ｂ

Ｍ
Ｉ
に
つ
い
て
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
18
・
５
未
満

の
痩
せ
傾
向
に
あ
る
女
児
に
側
弯
が
多

い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
こ

れ
ら
の
こ
と
よ
り
、
摂
食
障
害
、
過
剰

な
運
動
、
低
骨
塩
量
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ

ン
ス
異
常
と
側
弯
症
と
の
関
連
が
示
唆

さ
れ
る
こ
と
か
ら
（
※
関
連
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
）、
こ
れ
ら
に
関
す
る
詳
細
な

研
究
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
研
究
結
果
は

側
弯
症
で
悩
む
児
童
や
そ
の
家
族
へ
の

生
活
指
導
に
お
い
て
、
有
効
な
情
報
に

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

過
去
最
大
の

解
析
調
査
の
実
施

研
究
の
成
果
と
意
義

お
わ
り
に

本会の脊柱側弯症検診のシステム図３

２次検診

モアレ撮影
（立位背面）

２
次
検
査

要
治
療

正
常

学校医または
養護教諭の

視触診の抽出者 前年度２次検診で
「次年度直接X線撮影」の指示があった者

前年度
１次検診モアレ撮影で
「次年度再検査」の

指示のあった者

次
年
度
再
検
査

正
常

１次検診

要
観
察

・専門の整形外科医による
	 治療が必要な者

・	正常な範囲の者

①３〜６か月後に専門の
　整形外科医への
　受診が必要な者

②次年度に直接X線撮影
　を受ける必要がある者

※中学３年生については、
　要観察１年後

＊次年度直接X線撮影

＊他学年抽出

＊次年度再検査

＊対象学年
小学校５年生または６年生
中学校１年生または２年生

側弯症検診の問題点と今後
基礎研究とテクノロジーの応用

直
接
X
線
撮
影

整
形
外
科
医
の
診
察

要
病
院
受
診

※関連プレスリリース
「思春期特発性側弯症と
スポーツ活動や生活習慣との関連――
適切なスポーツ活動や生活習慣指導へ」

https://www.keio.ac.jp/ja/press-
releases/2017/2/16/28-19694/

（注）
今回の調査ではＸ線写真で
骨のコブ角が15度未満は、
側弯と診断しないで、解析を行っている。

［ 学 校 保 健 特 集 ］
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